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物  質  名 ヘキサメチレン=ジイソシアナート ＤＢ－43 

別   名 
1,6-ジイソシアナートヘキサン 
ヘキサン-1,6-ジイソシアネート 
 

C A S 番号 822-06-0 
PRTR 番号 第 1 種 293 
化審法番号 2-2863 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C8H12N2O2 分 子 量 168.20 
沸 点 127 ℃ 1） 融 点 －67 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.5 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 6.88 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 3.2（計算値）3) 水 溶 性 117 mg/L(25℃) 3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 350 mg/kg  4)  
 マウス 吸入 LC50 30 mg/m3  4)  
 ラット 経口 LD50 710 µL/kg  4)  
 ラット 吸入 LC50 60 mg/m3 (4ｈ)  4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344 ラットに 0、0.035、0.17、1.14 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた

結果、0.17 mg/ m3 以上の群で嗅上皮の変性、角質の肥厚、局部的びらんや潰瘍及び萎縮を認

め、嗅上皮の変性の重篤さ・発生数は暴露濃度に依存して増加した。この他、鼻の傷害とし

て 0.035 mg/m3 以上の群で過形成／化生、粘液過多、炎症などもみられたが、いずれも軽微

なものであった。この結果から、NOAEL は 0.035 mg/ m3（暴露状況で補正；0.006 mg/m3）

であった 5)。 
・Fischer 344 ラットに 0、0.07、0.28、1 mg/ m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結

果、0.07 mg/ m3 以上の群で暴露濃度に依存した気道上皮の扁平上皮化生の発生を認めた 6)。

この結果から、LOAEL は 0.07 mg/ m3（暴露状況で補正；0.0125 mg/ m3）であった。しかし、

慢性毒性試験で扁平上皮化生が最高濃度群だけに発生し、進行するようには思われなかった

ため、この所見の有意性は不明である 7)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・報告はなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の製造に従事する労働者 82 人を対象とした疫学調査では、すべての労働者が目や上

気道の刺激を訴えており、発汗傾向や睡眠障害、呼吸障害、全身衰弱、咳を訴える労働者も

あった。また、7～13 年間従事した労働者のうち数人に肝腫大を認め、2 人に 1 人の割合で

肺の病理変化を認めなかったものの慢性的な亜萎縮性の咽頭炎を認めたと報告されている。

工場での本物質濃度は通常 0.014 ppm 未満であり、この他にも比較的低濃度ではあるが、ホ

スゲン（0.5 mg/m3 未満）、塩化ベンゼン（1.2～8 mg/m3）にも暴露されていたことから、こ

れらの症状は混合物の影響によるものと結論されている 8)。 
・呼吸器疾患の病歴をもたず、43 年間塗料吹き付け作業に携わっていた労働者で、本物質を含
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む塗料を使用した数時間後に、ぜん鳴、呼吸困難、発汗が現われたと報告されている。この

症状は、その後、本物質に触れた時に再度発現し、最初の暴露から 1 年後には中程度の気道

障害を発症し、ぜん鳴を伴わない呼吸困難が現われた 9)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 10) TLV-TWA 0.005 ppm（0.034 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 11) 0.005 ppm（0.034 mg/m3）  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.035 mg/m3（嗅上皮

の変性）を採用し、暴露状況で補正した 0.006 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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